
三角形の外接円と内接円の半径を含む公式その２
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　において，頂点，，における内角を，，，

対辺の長さを，，，周の長さを，面積をとし，

外接円，内接円，傍接円  の半径を，，  とする。
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を用いると
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したがって　
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 についても同様にして
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　の辺，，に接する傍接円の半径をそれぞれ  ，  ，  とする。直線と内接

円，傍接円  との交点をそれぞれ，とすると，  から
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したがって　

     
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内接するときが弧上を動いても，    は一定である。また，下右図で四角形が円
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